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私の職場は，各種コンビュータと関連機器によ

る情報処理，ならびに付臨するシステム設計，デ

ータ解析等を行なう，いわゆるコンピュータ部門

である.特にOR勉強会と銘打つているわけでは

ないが，この部門で，昭和同年噴から，中間管理

者の団結と相互啓発を意図し，主として科学的管

理法を中心に自主的に行なってきた勉強会の経過

を紹介したい.

最近は特にパソコンなどの普及も手伝い，計画

と意思決定に関する社内外の分析資料に， OR的

な手法が利用される頻度が多くなってきたが，そ

れらの資料作成の元締であるコンピュ}タ部門の

すべての管理者層の人たちが，これらの結果を正

しく理解をし適切な管理がなされているかが疑

問なことは世の中にはよくあることである.わが

社でも，社内の他部門には割合このような点につ

いてはよく PRするのに，白部門へは何となくな

おざりにされていた.そこで，分析結果の有効活

用を他部門にお願いする前に，まず白部門で有効

な分析法に関する知識を，少なくとも管理者層は

もつべきだとの考えから，この勉強会はスタート

した.

お互いに公私ともに忙しい年代のものがひんぱ

んに就業時間内の一定時聞を一時にあげることが

むずかしいのと，自主的，相互啓発的に進めたい

ということで，月 l 回午後 4 時から 6 時まで，参

加は自発的ということでやることとした.設初は

なかがみせつお 悶辺製薬制
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産能大の通信教育テキスト「コンピュータ時代の

管理者の役割について」を中心とした輪読会形式

であったが，もっと広汎な管理者として必要なシ

ステム思考に役立つ知識が要望されるようになり

表 l に示すようなOR手法を中心としたものにな

ってきた.

OR手法を中心とするようになって以後，特に

当初から意図したわけではないが，表 1 に示すよ

うに大きく 3 期に分けられる.これは，参加者か

らの希望を聞きながら，またマンネリ化におちい

らないような工夫をしている中で自然発生的にこ

のようになったものである.

第 1 期の知識修得期は，毎回完結型の講義形式

で，主としてOR用語の正しい理解， OR流の分

析手法の考え方， OR流の問題解決法等の紹介が

中心で， ORを知識として知り，種々の手法を利

用した結果に対し，言葉が適切に通じなくて議論

がすれちがわないよろにすることに重点が置かれ

Tこ.

第 2 期の知恵獲得期は，第 1 期で聞いた種々の

手法をどのように使えるかを経験してみようとい

うことで，特に自分たちのまわりで実際に考えら

れる問題についての事例研究を中心に，使用上の

問題点などをまじえク事ループ・ディスカッション

的な形式で、行なわれた.ここでは，現実問題を官

接解決するということよりも，環想的な姿の追求

とか，ンステム思考的問題解決の訓練的なことが

中心になった.

第 3 期の手法勉強期は，第 2 期の終りでの討論
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およびアンケートにおいて，今までの勉

強会では現実の問題点の分析，解決案の

具体的作成等までには進めないところが

あるため，比較的よく使われる手法をも

っとくわしく勉強し，パソコンなどを用

いて自分で実際に使えるようにしたし、と

いう要望が多かったのに対応し，再び講

義形式にしつのテーマを数カ月かけ

かなり詳細に紹介するようにした.

このような勉強会を通じて，われわれ

の部門の管理者間で，用語が理解できな

くて議論がすれちがうということが少な

くなり，科学的管理マインドまたは問題

解決におけるシステム思考等の相互啓発

がなされた結果が，日頃の発言，部下の

指導等で現われるようになってきたこと

は 1 つの成果と考えられる.しかし，第

3 期に入り，ちょうどこの時期が，当社

のメイン・コンピュータのリプレースの

表 1 OR勉強会の経過と内容

第 l 期知識修得期 (54. 7 -55. 12) 

①科学的意思決定への道 ②経済性工学について

③意思決定理論について ④OA時代に先がけて

⑤ショプ・ショップ・スケジュー ⑥予測の手法紹介
リング

⑦PERT とその応用 ③LP とその応用

⑨待ち合せ理論とその応用 ⑩推測統計理論について

( 1 E とそのねらい ⑫システム開発プロジェクトが失
敗する要因

⑬プロダクト・ライアピリティ ⑬QCサークノLについて
について

⑬新QC7 つ道具

第 2 期知恵獲得期 (56. 1-57.12) 

①保管書類を減らすための対策

②ファイリング・システムの構築について

③EDP室のセキュリティの問題解決

④人事管理について

⑤OAについて

⑥ソフトウェア・エンジニアリング

⑦マネジメント・ゲーム実習

⑧科学此管理手法活用上の問題点

(計測と数量化，問題解決能力，外部環境の変化への対応)

第 3 期手法勉強期 (58.1-

最終段階に入ったこともあり，所要で参 ①データの見方 ②数量化
③調査分類データの扱い方 ④時系列データの解析

加できないものが出はじめたことも原因 一一一一一'

し参加者が急減した.また，管理者層くらいの年 ちょうど，第 l 期で①，②が，第 2 期て;'@，④

齢になってから，ある手法を詳細に勉強し身につ

いたものにするということにはかなりの無理があ

ることが次第に明らかになってきた.このため現

在は，次にどのように展開してゆくべきかを考え

る時期になっている.やはり経験的，年齢的に手

法の詳細な勉強をクゃループで行なうことには無理

があり，知識の修得と結果の判断における急所等

を毎回読切的に進めるほうがよいように思える.

この勉強会を通じて，私自身は，“OR流問題解

決を身につけてもらうための OR" としての l つ

の定石が自然に出てきたように思う.すなわち，

OR流の問題解決を身につけさせる定石である.

① 'H例を見せる.

② やり方を教える.

③ やってみせる.

④ やらせてみる.

1984 年 6 月号

がなされたことになり，第 3 期で①，②をもっと

深くと意図したことになろう.特に，はじめに意

図をもって進めてきたわけで、はないのに，このよ

うな結果になったことは，①~④の定石が，人間

の欲求に根ざしたもので，新しいものを獲得しよ

うとするときに，一般的に通用する定石だなあと

いう感を深くした.

今後は，おそらくこの勉強会は，問題解決への

具体的アプローチというよりも，物事の判断をま

ちがわないようにする相互啓発を重点、に進めてゆ

くことになろう .OR手法が，具体的な問題解決

の道具として活用できるような徹底的な体得は若

手スタップにまかせ，彼らの分析結果を的確に判

断し，適切に指導できる管理者の相互啓発の場と

して意味をもつことが期待される.
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